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(１) 開会 

(２) 市長あいさつ  

(３) 議題 

(1) 公民館の地域交流センター化について 

(2）第３期教育大綱の策定について 

(４) その他 

(５) 閉会 

 

８ 会議の議事の経過及び結果  次のとおり 

 

 

 

１４時００分 開会 

 

 

 

(１) 開会 

和西企画部次長 それでは定刻になりましたのでただいまから令和 3 年度第 1

回山陽小野田市総合教育会議を開催いたします。まず配付資料の確認を

いたします。本日の資料といたしましては、会議次第、資料 1 から資料

4 です。それでは、会議の議長は運営要綱により、市長となっておりま

す。御挨拶の後この会議の議事録の署名をいただける方 2 名を指名して

いただき、引き続いて進行よろしくお願いいたします。なおマイクにつ

きましては発言の際は、御手元のボタンを押して発言をしていただけれ

ばと思います。それでは市長よろしくお願いします。 

 

 

(２) 市長あいさつ  

藤田市長 皆様こんにちは。本日は皆さん大変お忙しい中、令和 3 年度第 1 回

山陽小野田市総合教育会議に御出席をいただきまして、誠にありがとう
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ございます。今日は後ほど、議題二つございますので、忌憚のない御意

見をちょうだい出来たらというふうに思っております。では最初に議事

録署名人でございますが、長谷川教育長、それから砂川教育長職務代理

者にお願いしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。なお本日

は、4 名の方からの会議の傍聴の申込みがございましたので、御報告申

し上げます。それでは早速、次第に沿って進めてまいります。3 の議題

（1）の公民館の地域交流センター化について、事務局より説明をお願い

いたします。 

 

 

(３) 議題 

(1) 公民館の地域交流センター化について 

工藤企画課主幹 皆様こんにちは。企画課の工藤でございます。よろしくお願

いいたします。着座にて御説明させていただきます。御手元の資料 1 を

ごらんください。協議事項は、公民館の地域交流センター化についてで

ございます。私からは、このたびの方針に至った経緯、及び理由につき

まして、資料の 1 ページ及び 2 ページに基づき御説明いたします。本市

におきましては、協創の考え方に基づき、まちづくりを進めているとこ

ろであり、令和 3 年 3 月に協創によるまちづくり推進指針を策定し、人

と人のつながりを基盤に地域課題を解決していくことで、まちの持続可

能性を担保し、未来に向けて本市のまちづくりを推進していくことを宣

言いたしました。また現在は、令和 4 年度から始まります本市の第 2 次

総合計画における中期基本計画を策定中であり、中期基本計画におきま

しても、協創の考え方を反映させていくよう作業を進めているところで

す。協創によるまちづくりにおける地域課題とは、その地域にお住まい

の方、多数にとっての困り事を指します。一言に困り事と申しましても、

各地域の特性に応じて直面する課題は様々で、少子高齢化やあらゆる場

面での担い手の不足、空き家問題、地域における交通手段や買い物場所

の確保、健康寿命の延伸など、分野も幅広く、市役所内の担当部署も多

岐にわたっております。こうした地域課題の解決に向けて取り組んでい
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くことは、人と人のつながりを基盤に、まちの持続可能性を担保すると

いった、協創指針の理念の具現化を目指すことにもつながってまいりま

すが、取組を推進していくためには、ソフト、ハードの両面で環境を整

備することが必要となってまいります。そこで環境整備に当たってのポ

イントといたしましては、一つ目に、地域ごとの組織、二つ目に、地域

ごとの拠点と事務局機能、三つ目に、地域での活動予算の 3 点に集約さ

れるものと考えております。まず地域ごとの組織に関する整備といたし

ましては、市内の各地域を対象といたしまして、新たに地域運営組織の

導入準備に取り組みます。そのため、市では 5 月 1 日付けで、市民活動

推進課内に地域運営組織推進室を立ち上げたところです。地域運営組織

に関しましては、後ほど担当課より御説明申し上げます。資料 2 ページ

をごらんください。次に、地域ごとの活動拠点と事務局機能に関する整

備についてです。各地域において地域課題の解決を図っていくためには、

様々な活動の担い手が気軽に集まることのできる活動拠点が必要である

と考えます。同時にその拠点となる施設がそこに集まってこられる個人

や団体など、様々な主体を結びつける機能、いわゆる中間支援組織機能

を発揮することにより、単一の個人や団体ではなし得なかった課題解決

策の模索につなげていけるのではと考えております。三つ目は活動に当

たっての予算に関することです。これは 1 番目に申し上げました地域運

営組織にも関連してまいりますが、地域課題の解決に向けた活動を行っ

ていくには予算が必要になってまいります。具体的な話はこれからとな

りますが、今後、地域運営組織をつくり上げていくに当たりましては、

国の補助制度等も活用しながら、将来的には地域の自走を目指して支援

を行っていければと考えているところでございます。本日の議題であり

ます、公民館の地域交流センター化につきましては、二つ目の地域ごと

の活動拠点と事務局機能の整備に該当いたします。現在社会教育法に基

づき、教育分野の地域課題に限定した取組を行う場である公民館を地域

交流センターに転換することにより、幅広く地域課題解決に対応できる

拠点の整備を進めてまいりたいと考えた次第でございます。地域交流セ

ンター化に当たりまして、簡単ではございますが、考え方についての説
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明は以上でございます。 

河上市民活動推進課長 私のほうからは、地域交流センターについて及び地域

運営組織について説明をさせていただきます。3 ページをお開きくださ

い。3 の 1、地域交流センターの設置目的について御説明をいたします。

全国的に、少子化による人口減少、高齢化の急速な進展等の社会の急速

な変化の中で、人と人のつながりの希薄化や、社会の孤立の拡大など、

様々な地域課題が生じているところでございます。このような中、多様

な地域課題解決に地域の皆様が主体的、かつ総合的に取り組むための拠

点として、人づくりから、さらに、地域づくり、まちづくりへと発展さ

せ、活力ある持続可能な地域社会の実現を図ることを目的としておりま

す。3 の 2 の所管につきましては、市長部局となります。市民部、市民

活動推進課として考えております。ただし、センターの運営に係る方針

や具体的な施策は、多様な方々の利用、多様な地域課題解決に向けた取

組を行うことを考えておりますので、教育委員会部局、市長部局の関係

部局が一体的かつ主体的に運営できる体制づくりを検討してまいりたい

というふうに考えております。3－3 の機能について御説明をいたします。

機能の一つ目は生涯学習の場でございます。社会の大きな変化の中で、

地域を担う人づくりを進めていくには、誰もが学び続ける環境が不可欠

でございます。つきましては、現公民館での取組を継続的に行っていく

とともに、教育委員会部局、市長部局と密接に連携をいたしたような地

域課題解決に向けた生涯学習の場として、さらなる充実を目指していき

たいというふうに考えております。機能の二つ目は、地域運営組織の活

動の拠点です。この 3 ページの資料の 4 の地域運営組織について、を合

わせて説明させていただきます。地域運営組織とは、地域の生活や暮ら

しを守るため、地域で暮らす人々が中心となって形成され、地域内の様々

な関係主体が参加する協議組織が定めた地域経営の指針に基づき、地域

課題の解決に向けた取組を持続的に実践する組織というふうに定義をさ

れております。組織形成、事業展開に当たっては、地域で活動している

自治会協議会、ふるさとづくり協議会、地区社協等の地域の団体、地域

の皆様としっかりと協議をさせていただきながら、令和 4 年度から令和
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5 年度の立ち上げを目標に、各地域の実情に合った最適なコミュニティ

づくりを進めていきたいと考えております。地域交流センターでは、こ

の地域運営組織の活動の拠点として地域の皆様の自由な発想に基づいて、

地域づくりの活動や取組を柔軟に対応していくとともに、協創の理念の

もと、多様な主体のつながりを構築していくことを目指しております。

機能の三つ目でございます。これは市民活動団体の交流の場として考え

ております。自治会などの地縁型コミュニティに加えまして、課題を基

盤とするつながりで組織されるＮＰＯや市民活動団体などの支援型コミ

ュニティの交流の場として促進を図りたいと考えております。支援型コ

ミュニティの利用促進を図ることにより、コミュニティ同士の横のつな

がりづくりや、地縁型コミュニティとの連携強化、融合を進めていくこ

とを目指しております。機能の四つ目は、地域福祉の活動の拠点です。

地域の皆様が住みなれた地域で相互に助け合い、支え合うことで自分ら

しい暮らしを続けることができる地域福祉の活動の拠点を目指していき

たいというふうに考えております。機能の五つ目はその他の地域課題解

決のための活動拠点でございます。地域の課題は、環境問題、防災対策

など多様化をしております。これらの課題解決のための活動拠点を目指

していきたいと考えております。機能の六つ目は、住民交流の場でござ

います。地域づくりや地域の人の教養文化の向上などの一定の制約のも

とでの営業活動を行うことも可能となることから、地域の多様なニーズ

に対応する事業展開を行う中で、住民の交流のまちづくりを目指してい

きたいというふうに考えております。以上が、地域交流センター及び地

域運営組織の説明となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

藤田市長 はい、ありがとうございます。ただいま企画課、並びに市民活動推

進課から説明をさせていただきました。本日の議題は、この公民館を地

域交流センター化、というのが議題でございます。それに付随した説明

として、今、地域運営組織という考え方も御披露させていただきました。

ちょっと地域運営組織となると、まだ幅広い色々な視点も必要になって

きますけれど、それを含めてということになろうかと思いますけれども、

皆様方の御意見を賜りたいと思います。そして今日は、まずは、こうい
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う皆様方への投げかけの場でございますので、この議題については、し

っかりと教育委員会の中で議論を重ねていただき、また、この総合教育

会議の場で御披露いただければありがたいというふうに思っております。

ただいまの説明についての色んな御質問等があろうかと思いますので、

よろしくお願い申し上げます。いかがでしょうか。 

長谷川教育長 ただいま地域交流センターについての説明をいただきました。

公民館がこれまで果たしてきた社会教育の場という言葉は生涯学習の場

という言葉に変えられていましたが、それは継承していくのだというこ

とですね。ただ、これまで私たちが公民館を運営していくときに、社会

教育法の第 5 章に公民館いう項目がございまして、それに沿った公民館

運営というものを考えてきた。今後ですね、この地域交流センター化さ

れたときに、これについて何か法的な拠り所というか、そういったもの

はどこかにあるんですかね。 

藤田市長 お願いいたします。 

河上市民活動推進課長 上位法というのは特にありません。ただ、先ほど申し

上げましたように、現在行っております社会教育の分野は継続をして取

り組んでいきたいというふうに考えておりますので、利用制限の部分は、

一部削除と言いますか、変更するということになろうかと思いますが、

基本的に社会教育法を参考にしながら、また多くの方が利用できるよう

に、条例を定めて運用していきたいというふうに考えております。 

砂川教育長職務代理者 一応資料を拝見していろいろと考えているところなん

ですけど、まず、今の説明の中で、現状の認識っていうのはどこまでさ

れているのだろうと私はちょっと疑問を投げかけたいと思います。公民

館が市民の皆さんから非常に利用されて、たくさんの方が集まる公民館

であった時代を知っていることと、今どこの公民館に行ってもほとんど

人はおりません。館長もいないときもある。ただ事務員が 1 人だけいる

だけということもある。そういうような状況の公民館も、地域交流セン

ター、これから目指す新しい社会について、良いネーミングをしている

なと思って、それは私は感心したのですけど、現状の公民館、特に高齢

化が非常に目立つこの社会において、今の公民館をどのように捉えてい
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るかということをまず説明から入っていくべきだろうと私は考えます。

いかがでしょうか。将来あるべきことは、今言われていますから分かる

んですけれど、今の現状の公民館について、ちょっと御意見をお聞きし

たいと思います。 

藤田市長 はい。お願いいたします。 

河上市民活動推進課長 この地域交流センターに移行するに当たっての現状と

いうことで、少子化による人口減少、高齢化の急速な進展いうことで背

景を申し上げました。これらの課題解決に向けてですね、この公民館の

単機能と言ったらちょっと語弊があるかもしれませんけれども、単機能

ではなく、様々な分野での問題解決ができる多機能型施設、機能をたく

さん持たせる、そういった施設にし、そして多くの方々に利用していた

だけるような体制づくりを進めていくことができればなというふうに考

えております。また、社会教育法上ですね、先ほどちょっと触れました

けれども、営利目的等の利用制限がございます。目的外の利用もなかな

か難しいというところもございますので、この辺を緩和することにより

まして、多くの方々、多様な主体の方に御利用いただき、またさらなる

コミュニティの場づくり、ひいては地域づくりにつなげていくことがで

きればなというふうには考えております。 

藤田市長 はい。今の説明を聞く中でも、今の砂川教育長職務代理者からの御

質問の趣旨は、付加価値のところは、それはこれからのことでいいんで

すけども、現状の公民館についての課題がきっとあるでしょうから、そ

れをどれだけ認識をして、それを、そういう課題があるから、この地域

交流センターにすることによってこういう課題解決にもつながりますと

いいう、やっぱりその現状認識から課題解決へというストーリーが必要

ではないかという御指摘も含まれていると思います。いろいろ現状の課

題は捉えておられると思いますけども、ちょっとその辺はきめ細かく、

もう一度原点に立ち戻ってですね、現状課題のところもしっかり説明し

ていただけたらと思います。 

河上市民活動推進課長 はい。大変失礼しました。まず先ほど言いましたよう

に、地域の課題、社会的課題は多くございます。しかし、この単機能型、
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教育委員会部局だけであれば、なかなか全ての問題解決につながらない

ところがあって、この地域の課題が山積するような状態になっているの

ではないかというふうに考えております。この辺の問題を解決していく

ために、市長部局に移管し、またそれぞれの行政の担当分野が、この地

域交流センター化した後の運営に関わることによって、直接的な地域課

題解決に向けた、あるいは学びの場の提供等を進めていくことができれ

ばなあというふうに考えております。その辺が、問題解決、現在の公民

館の問題であり、そこの課題解決につながるのではないかというふうに

考えております。 

芳司市民部参与 この 4 月から市民部で参与をしております芳司と申します。

よろしくお願いいたします。このあたり社会教育課長の経験者が結構多

いのであれなのですが、現在の公民館というものに対する現状認識でご

ざいます。これはもう何十年か前から言われていることなのですけれど、

利用者の高齢化であるとか、固定化というのが、かなり言われてきてお

ります。もう一つそこで、いろんな学習講座をされているんですけれど、

そこでのただ個人の学びというか、それが多分自分一人のというか、そ

ういうことではいけないと。これ法改正があったことなんですけど、そ

こで学んだことを、さらに何らかの形で社会に還元していきましょう、

社会貢献していきましょうというのが社会教育法で改正の内容としてあ

ったということも記憶しております。で、今の公民館というのは、いろ

んな課題というのはあると思うのですけれど、一つは、やはり同じ人し

か利用してはいけないのではないかというか、なかなか利用してない方

にとってはハードルの高い施設になっているのではないかなということ

もあろうかというふうに思っております。今回の提案を通して、たくさ

んの人、地域の方々の利用というのがさらに深まるのであれば、これは

一つの大きな進歩になるのではないかなというふうにも考えております。

私も社会教育課長をしておりましたのであれなのですけれど、やはり公

民館というのは社会教育の最前線という捉え方は確かにしております。

集合学習の場としては非常に重要な施設という位置づけはあるのですけ

れど、一方で、社会教育、生涯学習のキャッチフレーズでも言われてい



 9 

るんですけれど、いつでもどこでも誰でも、何でも学べるということが

あります。この中で、どこでも、というのがありますので、必ずしも公

民館に集まらないと学びが出来ないのかということではない。特に今の

コロナ禍ということを考えれば、アフターコロナも考えて、いろんな学

び、市民の学びに対する欲求を満たしていくというか、それへの対応と

いうことも、今後、考えていく必要あるのかなと。そういうことの一助

になればというふうな考えを持っております。以上です。 

竹田委員 問題が余りにも大きいのかなとは思うのですけれども、今おっしゃ

った公民館の、私が捉えている公民館活動とか、色々思うところがある

んですけれども、まず、コミュニティ・スクールの中で、公民館長さん

が第 2 コーディネーターとして、というような方向性もあります。ただ、

公民館を利用されていて、講座もありますが、人数が足りません、参加

してくださいというのが小学校に投げかけられて、保護者の方に声をか

けるというような動きもしていますけれども、現実働いておられる方も

多く、土日になると、なかなか講座もありませんし、制約も本当にたく

さんあります。だからといって若い方が何もしていないのかというと、

そんなことはなくて、個人的な趣味を生かして、インスタグラムとかで

発信しながら、色々なところの催しに出て社会参加をしている。若い人

が、参加ではなく、参画できる仕組みをつくりあげて欲しいと思います。

公民館の地域交流センター化を機に、市内に存在する市民団体のコツコ

ツ積み上げてきた実績と人材を支援して地域の活性化の一助として欲し

いと思います。 

中村委員 地域交流センターの機能のところで、地域課題解決のための活動拠

点にすると考えているとのことです。地域課題については、各地域で常々

問題意識を住民の方が持っているんですが、課題を解決するための組織、

そして行政がどこまで関わってくれるのか。地域自治という考え方もあ

り、地域の住民の力を存分に発揮して、地域課題を解決しようという思

いはあるんだけれど、現状として、課題解決に向けた組織なり、一部に

社会福祉協議会等で活動されていますが、これに対して行政はどの程度

まで関わるのか。私は地域自治の観点から、住民の力を出していきたい
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と思っているけど、行政はどの辺まで関わりたい、あるいは指導したい

とか、そういう思いを持っていますか。 

河上市民活動推進課長 御質問の部分につきまして、この地域運営組織に関わ

ることになろうかというふうに思っております。この行政がどこまで関

わるかというところは、皆さんとまた、各地域によって実情が違うとい

うところもあろうかと思いますので、しっかりお話を聞かせていただく

中で、必要な支援、人的な支援、あるいは財政的な支援等も、お話をさ

せていただきながら、進めていくことができればなというふうに思いま

す。ただ、できる限り、私どもとしては支援するということで、皆さん

ができることは、主体的にやっていただくという前提で話をさせていた

だければなと思います。今後いろいろ御協議させていただければと思い

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

藤田市長 地域運営組織は大変幅広くて、また物によっては深い課題でもござ

いますので、また地域のそれぞれの事情に合わせて、そこにいらっしゃ

る人を中心に、行政のかかわり方も違ってくるところもありますので、

これはちょっと別のところで、しっかり議論が必要という認識は持って

おります。ほかに何かございませんか。どうぞ。 

末永委員 昨年ぐらいから市役所の耐震工事をされているということで、教育

委員会会議が、いろいろな公民館を使用させていただいて、私もいろん

な地区の公民館を見させていただいたんですが、どこも老朽化が進んで

いるなというのが率直な感想です。地域交流センター化されるに当たっ

て、現状の公民館は学校ごとにあると思うんですが、そこで地域交流セ

ンターをそれぞれつくると考えておられるのか。それともちょっと違う

かもしれないんですけど、厚狭地区に複合施設がありますよね。ああい

った形である程度まとめて、複合施設という形で交流センターを考えら

れているのか。どちらの形なのかなっていうのは個人的に思っているん

ですが、その辺はいかがでしょうか。 

河上市民活動推進課長 この辺につきましては、今考えておりますのは、現公

民館をそれぞれの校区で地域交流センター化、交流センターとして移行

することができればなというふうには考えております。また老朽化、確
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かに非常に著しい老朽化が進んでいる公民館もございますので、この辺

の課題につきましては、今後どのように改善、修繕等を行うのか、ある

いは、新たに建て直すかとか、そういったことも踏まえまして、しっか

りと協議を進めていきたいというふうに思います。以上です。 

長谷川教育長 先ほどの砂川委員が言われた現状認識に少し戻るような感じに

なるんですけれども、各公民館の活動を見てきたときに、住民の多様な

ニーズにこたえなくてはならなくなっている現状が見られる。公民館長

も、そのニーズにいろいろ対応していくのが大変だ。先ほど地域交流セ

ンターについての機能というのが説明されましたけれども、まさにこう

いった機能が今公民館に求められているというふうに感じていました。

この後を引き継ぐ館長は大変だなあ、どうするんだろう、どう関わって

いくのかな、こういった交流センターの組織というものについても、し

っかりこれから考えていく必要があるなというふうに思った次第です。 

藤田市長 はい、ありがとうございます。どうぞ。 

砂川教育長職務代理者 細かい質問で申し訳ないんですけれど、資料 1 の 2 ペ

ージの上から 6 行目に「共通言語をつくる」、「通訳力」という言葉が

出ています。これはどういうことを言っているんですか。 

工藤企画課主幹 こちらにつきましては、今の公民館だと、教育に関連する分

野の個人や団体の方が集まられると思うんです。地域交流センター化す

ることによりまして、集まられる方々の属性といいますか、様々な分野

で活動されていらっしゃる方がそこに集うことになろうかと思っており

ます。そうしたときに、それぞれ所属されておられる分野の内容につい

ては、皆さんよく御存じで活動されておると思うんですが、自分たちだ

けでは解決出来ない課題があったときに、どの分野で活動されている、

どういった団体と一緒になってやることが解決につながるんだろうかと

いったような点を、つなぐというかコーディネートしていくような機能

が欲しいという意味でこういった記載をさせていただいております。 

藤田市長 はい、ほかに何か御意見御質問ございませんか。はいどうぞ。 

砂川教育長職務代理者 今、日本の社会、世界ですけど、コロナの大流行とい

うことで、むしろ集まるなというような、いわゆる自粛という言葉が大
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きく取られるこの時代に、こういうことは、今逆行していると思いませ

んか。何年か先になるんでしょうけど、このコロナがいつまで続くかわ

からない。その間はこういうことをやるということは、何かいかにもこ

う、今のコロナの時代に、ウイズコロナ、アフターコロナを考えた場合、

現実味はどこまであるんですか。 

藤田市長 コロナは新しい流れなので、先は誰もわかってないというのは事実

だと思うんですけれども、今の御指摘のようにウイズコロナの中では、

当然交流を広げるというのは無理だという考えはあろうかと思います。

このワクチン接種後が、もうイコールアフターコロナというふうに定義

して良いかどうか、これはまだわからないとこなんですけれども、ある

程度日常が取り戻せる、少しずつ交流の場が広げられるという環境にな

ったと思ったときには、この地域交流センターの目指すところの機能と

いうのが、公民館以上に発揮できる拠点になり得るとは思うんですけど

も。やはりかなり流動的なので、そういう環境が整ったらできるという

ことは、今整備しておいて、それを本当にフル活用するかしないかとい

のは、時の状況によって考えたら良いのではないかなと思います。ほか

何か、どうぞ。 

竹田委員 これだけ大きなことになりますので、今、市長さんが申し上げまし

たけれども、先を見据えて動いていかれるのに、どこから手をつけられ

るのかなというのが、ちょっと本当に見えないんですけれども、市民活

動団体が今どのくらいこの山陽小野田市にあるのだろうかというのも自

分は知りません。なので、そこらあたり、それは申請してもらって実態

が把握できるような形とか、やれることをやり始めていただけることも

あるのではないかなと思いますので、そこら辺りをよろしくお願いした

いと思います。 

藤田市長 わかりました。ほかに御意見ございませんか。どうぞ。 

中村委員 現公民館で、公民館クラブ、公民館の教室とかに通われる方以外に、

ふるさとづくり協議会、自治会協議会、社会福祉協議会の方々がいます

が、公民館クラブ、教室に通う人以上に、公民館に立ち寄って館長と地

域のことについて話をしている現状がある。先ほどの地域課題というと
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ころにちょっと関わるんですが、こういう組織、新たな組織をつくるの

か、あるいはこの３主要団体が地域の課題に対して独自で解決をしよう

とするのか。それは、各地域の皆さんで協議してもらうということでい

いんですか。それとも行政は、新たな組織をつくって、地域の課題を一

元的に取り組んでいく、そういう組織を考えているのか。その辺は、我々、

各地域の住民にとっては、まだイメージがわからないんですよ。現状と

してね。行政はその辺をどう考えているのか、少し説明してもらうとあ

りがたいのですが。 

芳司市民部参与 本市におきましては、自治会組織であるとか、ふるさとづく

りさんであるとか、社協さんであるとか、いろんな団体の方々が、大変

まちづくりに貢献していただいている。どちらかというと、活動の活発

な町であろうというふうに認識しております。そういった中で、当然地

区、地域を主体として、今後まちづくりを進めていこうとしたときに、

そういった団体の活動を全く無視するということはまずあり得ない。全

く新しい組織を押しつけるということは私たちとしても本意ではありま

せんので、今活動しておられる団体の皆さんと、現在、鋭意協議を進め

ているところです。どういう形がこのまちにとってベストなのか、ベス

ト幾つかどうかわからないでベターなのかというあたりを現在協議して

いるところですので、お互いそういった話合いをしっかりする中で、一

番良い形を、今後、考えていきたいというふうに考えております。 

藤田市長 ほかにございますか。いろんな視点からの御意見等もちょうだいい

たしましたので、先ほど申しましたこれからの公民館の在り方、現在の

課題からスタートしてほんと公民館についてしっかり議論する中で、そ

れを発展的に、この地域交流センター化という流れも含めて、教育委員

会の中でしっかりまた議論を重ねていただけたらというふうに思います。

どうぞ。 

長谷川教育長 最後にすいません、ちょっと一つお願いがあります。地域交流

センター化についてなんですけれども、やはりこれまで、教育委員会が

公民館として所管をして運営を任されていた。これが、市長部局へ移っ

ていくと、移管されるということになろうかと思います。そうしたとき
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に、その議論の過程で、やはり双方が、つまり教育委員会も市長部局も

しっかり情報共有しながら、お互いに進んでいかなければ、市民の理解

が得られないんじゃないかって私は思っているんですよ。それぞれが単

独に進んでいくようでは、ちょっと困る。だから、これからですね、こ

の議論を進めていく中で、また市民の皆さんにより良く理解していただ

く中で、その過程をしっかり共有しながら進めていきたいというのが私

の願いです。よろしくお願い出来たらと思います。 

藤田市長 はい。重要な御指摘ですのでそこはしっかりですね注意しながら進

めていけたらと思っております。それでは（1）の公民館の地域交流セン

ター化については、よろしゅうございますか。ありがとうございます。 

 

 

(３) 議題 

 (2）第３期教育大綱の策定について 

藤田市長 続いて、議題の（2）、第 3 期教育大綱の策定について、事務局より

説明をお願いいたします。 

工藤企画課主幹 それでは御手元の資料 2 を御覧ください。課題 3 の（2）、第

3 期教育大綱の策定についてです。すいません、まず初めに資料の訂正

をお願いいたします。資料 2 の 2 ページ、真ん中より少し下に計画期間

を記した表がございます。表の一行目なんですが、第 2 期教育大綱とご

ざいますのは、第 3 期教育大綱の誤りでございますので、2 を 3 に修正

願います。申し訳ございません。それでは 1 ページに戻らせていただき

まして、御説明いたします。教育大綱につきましては、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律により策定が定められており、地方公共団体

の長は、国における教育の振興に関する施策の基本的な方針を参酌し、

地域の実情に応じて、地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関す

る総合的な施策についての考え方を定めることとされております。本市

では、御手元に資料 4 としてお配りをしておりますとおり、平成 30 年 3

月に、第 2 期教育大綱を策定していますが、大綱の期間が令和 3 年度ま

でであることから、今年度、次期大綱の策定を行うよう考えているとこ
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ろでございます。なお、大綱の策定や変更につきましては、法の定めに

より、総合教育会議における協議事項となっておりますので、本日の議

題とさせていただきました。教育大綱は、市長部局において策定する理

念ではありますが、その内容につきましては、市の教育行政に深く関わ

る指針となるものですので、教育委員会事務局と一緒に作成を進めてい

ければと考えております。本日は、現行の大綱について、また、次期大

綱策定に当たっての考え方について、委員の皆様方に御説明させていた

だきたいと思います。 

吉岡教育部次長兼教育総務課長 教育総務課の吉岡でございます。引き続き私

のほうから説明をさせていただきます。大綱策定の趣旨につきましては、

先ほど、企画課から説明を申し上げたとおりでございます。資料 2 の 1

ページ目でありますけども、第 2 期の現・教育大綱について簡単に御説

明をいたします。本市では、現在、第 2 期教育大綱の理念に基づき、教

育施策を推進しているところでございます。現行の教育大綱につきまし

ては、教育における最高法規である教育基本法を中心としながら、本市

の最上位計画である第 2 次総合計画の将来都市像、活力と笑顔あふれる

まちを踏まえて、豊かな人間性を備えた活力と笑顔あふれる市民の育成

を基本理念としてまとめております。また、基本理念実現のために、四

つの基本目標を定めており、それぞれの目標について、現状と課題及び

主な取組方針を整理しております。現大綱の策定に当たりましては、本

日御出席の教育委員さんにも大変御尽力を賜ったところでございます。

現在、教育推進に当たっての理念となる大綱のみを策定しており、大綱

に掲げた目標達成のための事業につきましては、市の総合計画前期基本

計画の中に、教育分野の関連施策として記載をしております。計画期間

につきましては、現行の教育大綱及び総合計画前期基本計画とともに、

今年度末までとなっております。続いて資料の 2 ページをお開きくださ

い。項目の 2、次期教育大綱についてでございます。策定に当たりまし

ては大綱という性格上、また教育基本法及び市の総合計画を踏まえて作

成されているという点から、趣旨を大幅に変更する必要性は少ないもの

と考えますが、ＧＩＧＡスクールの開始など社会情勢の変化を考慮する
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中で、時代に即した内容の変更、または語句の追加、削除などが必要に

なってくると考えております。また、このたびの策定に当たりましては、

大綱の目標達成に向けた事業計画として、教育振興基本計画を同時に作

成するよう予定をしており、計画策定に伴う大綱への記載事項の変更も

必要であると考えているところです。教育振興基本計画につきましては、

総合教育会議での協議事項ではございませんので、詳しい説明は割愛さ

せていただきますが、市で現在作成中の総合計画中期基本計画と整合性

を図りながら、大綱の基本目標達成に資する計画となるよう進めてまい

ります。計画期間につきましては、第 3 期教育大綱、教育振興基本計画、

中期基本計画ともに、令和 4 年 4 月から令和 8 年 3 月末までを予定して

おります。先ほど申し上げましたが、教育振興基本計画の作成に伴う大

綱の記載項目の変更について御説明をいたします。項目の 3、大綱の改

訂イメージをごらんいただきたいと思います。現在は大綱のみを策定し

ておりますので、大綱の中に現状と課題、そして主な取組方針など、理

念というには細かな個別事業レベルの取組を記載しております。この度、

大綱の基本目標にひもづく事業計画を策定するよう予定しておりますの

で、現状と課題、主な取組方針につきましては、教育振興基本計画の中

に記載することとしまして、大綱には基本目標の説明を記載するように

考えているところです。実際の内容につきましては、今後の総合教育会

議においてお諮りをし、委員の皆様から御意見をちょうだいしたいと考

えております。資料 2 の説明は以上でございます。続いて、資料 3、教

育大綱の策定スケジュールについて御説明をいたします。1 番上の段が

教育大綱のスケジュールになっております。参考として、2 段目、3 段目

に教育振興基本計画及び総合計画中期基本計画の策定スケジュールも掲

載しております。教育大綱につきましては、市長部局、教育委員会の間

で協議を重ねながら、8 月中の原案作成を目指しております。その後 9

月に総合教育会議にて皆様から御意見をいただき、御意見を反映させた

内容を 11 月に確認していただく流れを予定しております。また、年明け

にはパブリックコメントを経て、策定案として総合教育会議に諮りたい

と考えております。簡単ではございますが、現時点におけるスケジュー
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ル案は以上でございます。説明は以上でございます。よろしくお願いい

たします。 

藤田市長 はい、ありがとうございました。今御説明ありましたように、この

第 3 期教育大綱を作成するに当たりましては、以前はなかったんですけ

れど、この度、教育振興基本計画というのを別途つくることにより、教

育大綱の中身としては、基本理念並びに基本目標、そして基本目標の説

明にとどめておくというところが今までと大きな違いであるという説明

であろうかと思います。この辺について何か御意見等ございますでしょ

うか。 

では、まず大方針、この教育振興基本計画を別途作成するという流れ

については御了承いただけますでしょうか。よろしいですかね。それに

伴いまして、教育大綱も中身を精査するようになろうかというふうに思

います。これについて、特に御質問等はよろしいですか。 

これも先ほどと同じなんですけど、教育委員会さんの中でしっかり議

論を重ねていただいて、先ほどの資料 3 のスケジュールにも記載してご

ざいますけども、教育委員会での議論を経て 8 月中には原案の作成、と

書いてございますので、このぐらいのスケジュール感で進めていただけ

たらというふうに思っております。 

 特に何か質問等よろしいですか。これからスタートするということで

すから。ではこういうことで進めさせていただきたいと思います。よろ

しいですかね。特に、御意見ないってことで。それではこの議題も先ほ

どと同じなんですけども、本日のところはこの議題の投げかけというと

ころで、いよいよスタートさせていただいたところでございます。改め

て教育委員会内で御検討いただきまして、出来ましたら 8 月に改めて総

合教育会議を開催し、その御意見をいただきながら、また議論を深めて

いきたいというふうに考えておりますのでどうかよろしくお願いいたし

ます。それでは今日の議題二つは以上で終了とさせていただきます。 
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(４) その他 

藤田市長 第 4 その他について、委員の皆様方から、また全体を通しても結構

でございますが何かございますか。特にいいですか。事務局から何かあ

りますか。特によろしいですか。どうぞ。 

砂川教育長職務代理者 今、私は、小児科と学校医をさせてもらっているんで

すけれど、最近の子供は、本当に、子供力が落ちてきたという感じを持

っています。これはコロナのために萎縮して、学校は休校にはなるし、

友達とあまり遊べなくなってどうしても閉じこもりがちになっています

から、いわゆるおとなしいというかきれいというか、わんぱくさが段々

なくなってきている。私はコロナの影響も確かにあると思うんですけど、

ただ 1 番の大きな影響は少子化です。毎年、子供の数が本当に恐ろしい

ほど少なくなってきている。幼稚園、保育園も定員が満たないところも

あるんですけど、今、お母さん方もお父さん方も、ほとんどが働いてい

ます。それで、1 歳になったら必ず預けるところを探しまわっています。

幼稚園は保育園の待機所となっているんです。保育園に入れない子供が、

お母さんが仕事をしないといけないけれど子供を預けるところがないと

いうところで、仕方がないから幼稚園に預けるんですけれど、保育園の

どこかが空いたというと、すぐにその保育園に変わってしまうんですね。

保育園は子供を預かるところ、幼稚園は幼児を教育するところ、根本的

に違うんですよね。だけど今、幼稚園の園長先生たちは本当に泣いてい

ます。私たちは保育園の待機所ですよと。それほど今のお母さんお父さ

ん方は、皆さん働いています。だから働かないとやっていけない社会に

なっているんですよね。だから子供が少ない。高齢で出産しようとした

ら、ほとんど人工的につくっている方が多いですから。そんなことで、

もう子供が本当に、このままで置いていたら日本の国が亡ぶのではない

かというくらい、子供が少なくなっている。この少子化の社会っていう

のは、本当に、大変な時代になってきたなあということを理解してもら

えたらと思って。今日、市長さんがこういう機会をつくってくれました

から、子供が少ないという現実は、ものすごいものだということを知っ

てもらいたいと、ちょっと一言言わせてもらいました。 
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藤田市長 貴重な御指摘ありがとうございます。少子高齢化って、一緒にする

のが大体おかしい話で、少子化というのが、本当に、市にとってもそう

ですが、国全体の大きな課題であるということなので、それをどうして

いくかというのは、やはり皆さん一緒に知恵を出していかないといけな

いし、行政としても、今まで以上にやっぱり考える必要があるというこ

とを改めて認識をさせていただきます。ほかに何かどうぞ。 

末永委員 私、小学生に男の子３人がおりますので、日頃から、また、コロナ

になってからも、より市内の公園によく遊びに行くようになったんです

ね。今、いろんなお友達に聞くと、やっぱり天気がいいと遊ばせてあげ

たいと思って、広い公園に、本市はたくさん良い公園がございますので、

遊びによく行くそうです。最近すごく思うのが、ごみがよく落ちている

なとか、管理がちょっと余り行き届いてない公園がたくさんございまし

て、目につく限りではごみを拾ったりするんですが、ちょっと最近増え

ているのかなというのを個人的にすごく実感しております。やっぱりコ

ロナもあって集まったボランティアの清掃活動とかも、なかなかされな

かったのかなあというのも感じるんですが、その管理を、もう少し、私

個人としてもごみ拾いとかごみを絶対捨てないというのを心がけている

んですが、管理をもう少ししっかりしていただけると子供たちも気持ち

よく遊べるかなあと思っております。すばらしい公園がたくさんあるの

で、もっとその公園の活用をもっともっとよくすると、公園を中心とし

たまちづくりというのも都会ではよく見聞きするんですけど、公園を中

心に住宅がたくさんあったり、子供たちがいっぱい集まったり、若い人、

高齢者の方も集まったという活動がされている公園をよく聞いておりま

したので、本市のたくさんある広いすばらしい公園もそういうふうに活

用をどんどんしていただけたらなと思います。以上です。 

藤田市長 どうもありがとうございます。実際に活用されての御意見ですし、

数字としても、山陽小野田市は公園の率が全国でもトップレベルってい

う、そういう実績もございますので、その活用がしっかりなされるよう

に、これは行政課題であるとともに多分地域課題の一つともとらえるこ

ともできるかと思いますので、皆様方と、解決に向けて検討してまいり
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ます。ほかに何かございますか。よろしいですかね。はい、それでは以

上をもちまして、令和 3 年度の第 1 回、山陽小野田市総合教育会議を終

了とさせていただきます。 

 

 

１５時００分 閉会 

 

 

 

 

 

 


